[bookmark: _1m6uy2lvy14c]著作物利用許諾契約書（講義資料）

**●●株式会社（以下「甲」という。）と、●●株式会社（以下「乙」という。）**は、甲が著作権その他の権利を有する講義資料の利用許諾について、次のとおり著作物利用許諾契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _7snf489mdvop]第1条（目的）
甲は、乙に対し、本契約の定めに従い、甲が作成又は適法に権利を保有する講義資料その他これに付随する著作物（以下「本著作物」という。）の利用を許諾し、乙はこれを利用するものとする。

[bookmark: _pg9zuyeaz5vn]第2条（本著作物）
1. 本著作物とは、甲が乙へ提供する次の各号の著作物をいう。
1. 講義資料
2. テキスト
3. スライド資料
4. 配布資料
5. 演習問題
6. ワークシート
7. 図表、イラスト、写真
8. その他甲が本契約の対象として指定する資料
2. 本著作物には、電子データ、印刷物その他提供方法を問わず一切の媒体を含む。

[bookmark: _114i3sv1kef5]第3条（利用許諾）
1. 甲は乙に対し、本契約の範囲内で本著作物を利用する非独占的な利用権を許諾する。
2. 利用できる内容は、次の範囲に限る。
1. 社内研修での利用
2. 社内配布
3. 社内イントラネットへの掲載
4. 受講者への配布
5. その他甲が書面又は電磁的方法で承認した利用
3. 本契約により著作権その他の知的財産権が乙へ移転するものではない。

[bookmark: _24lzlv8sj1m1]第4条（利用期間）
1. 利用期間は、契約締結日から○年間とする。
2. 利用期間満了後も利用を希望する場合は、甲乙協議の上更新する。

[bookmark: _9js0crunbj5q]第5条（利用地域）
本著作物の利用地域は、日本国内とする。ただし甲が別途承諾した場合はこの限りではない。

[bookmark: _rfrqej3rby03]第6条（利用料）
1. 乙は甲に対し、本契約の利用料として金○○円（消費税別）を支払う。
2. 支払時期及び方法は別途定める。

[bookmark: _3wgicmwxqw05]第7条（禁止事項）
乙は、甲の事前の書面による承諾なく、次の各号の行為をしてはならない。
1. 第三者への譲渡
2. 再販売
3. 再配布
4. インターネット上への公開
5. SNSへの掲載
6. 無断転載
7. 内容の改変
8. 翻訳
9. 編集
10. 動画化
11. AI学習への利用
12. その他本契約の目的を超える利用

[bookmark: _iblphrnsi516]第8条（改変）
1. 乙は本著作物を改変してはならない。
2. 甲が事前に承諾した場合のみ改変できる。
3. 改変後の資料についても、本契約が適用される。

[bookmark: _6pj62mh73131]第9条（複製）
乙は、本契約で認められた範囲内でのみ複製できる。

[bookmark: _q15spcvz2x9w]第10条（著作権等）
1. 本著作物の著作権、著作者人格権その他一切の知的財産権は甲又は正当な権利者に帰属する。
2. 本契約は利用許諾のみを目的とする。

[bookmark: _x0rm2eqcn4i8]第11条（表示義務）
乙は、本著作物に表示されている著作権表示その他権利表示を削除してはならない。

[bookmark: _wsljns78eadf]第12条（秘密保持）
1. 甲乙は、本契約に関連して知り得た相手方の営業上、技術上その他一切の秘密情報を第三者へ漏えいしてはならない。
2. 法令等に基づく場合を除き、事前承諾なく開示してはならない。
3. 本条は契約終了後も○年間存続する。

[bookmark: _kygb19sxiogw]第13条（個人情報）
甲乙は、個人情報を取得した場合、個人情報保護法その他関係法令を遵守し、適切に管理する。

[bookmark: _rteamrvhb6jj]第14条（保証）
1. 甲は、本著作物について、自ら利用許諾する権限を有することを保証する。
2. 甲は、本著作物が乙の特定目的に適合することまでは保証しない。

[bookmark: _ycb9ivqstn0n]第15条（第三者権利侵害）
第三者から知的財産権侵害等の申し立てを受けた場合、甲乙は速やかに協議し解決に努める。

[bookmark: _6af41tirdsg8]第16条（損害賠償）
甲又は乙が本契約に違反し相手方へ損害を与えた場合、その通常かつ直接の損害を賠償する。

[bookmark: _irhhra5xv9o4]第17条（契約解除）
甲又は乙は、相手方が次の各号のいずれかに該当した場合、催告なく本契約を解除できる。
1. 本契約違反
2. 支払停止
3. 差押え
4. 破産手続開始等の申立て
5. 信用を著しく失墜させる行為
6. その他契約継続が困難となる重大な事由

[bookmark: _idlrvuym7wgg]第18条（契約終了後）
契約終了後、乙は甲の指示に従い、本著作物及び複製物を返還又は廃棄し、電子データについても削除するものとする。

[bookmark: _zan7lwchkqfc]第19条（反社会的勢力の排除）
1. 甲乙は、自ら及び役員等が反社会的勢力に該当しないことを表明保証する。
2. 違反した場合、相手方は催告なく契約解除できる。

[bookmark: _zh0m8xvcpdf7]第20条（権利義務の譲渡禁止）
甲乙は、相手方の事前の書面承諾なく、本契約上の地位又は権利義務を第三者へ譲渡してはならない。

[bookmark: _exgbdjfgewbu]第21条（不可抗力）
天災地変、感染症、戦争、停電、通信障害その他当事者の責めによらない事由により契約を履行できない場合、当事者はその責任を負わない。

[bookmark: _fba8j0wepgjx]第22条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し解決する。

[bookmark: _v89fhu182ge]第23条（準拠法・管轄）
1. 本契約は日本法に準拠する。
2. 本契約に関する一切の紛争については、甲の本店所在地を管轄する地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙各自記名押印の上、各1通を保有する。

令和○年○月○日
[bookmark: _g1d7qkksh7zo]
[bookmark: _rwdeszzcs3h9]（甲）
会社名：

所在地：

代表者：

[bookmark: _6dno41oyk086]（乙）
会社名：

所在地：

代表者：

